
カーボンナノチューブの発見（1991年）と電子顕微鏡による
構造決定の功績で、世界的に有名になった。
金の原子がアメーバのように動く金超え微粒子の
“構造ゆらぎ”現象を発見（1984年）。
ノーベル化学賞・物理学賞の有力候補ともみられている。

カーボンナノチューブ発見者でノーベル賞候補の

飯島澄男先生とともにインバイト講演を行ないました。

飯島 澄男（いいじま すみお）
日本の物理学者および化学者。埼玉県越谷市出身。 文化功労者、
恩賜賞・日本学士院賞受賞者、
文化勲章受章者。日本学士院会員。名古屋大学高等研究院アカデ
ミー会員、名古屋大学特別招聘教授。
名城大学終身教授。
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